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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 茨城県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 明野町立大村小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ １ ２ ２ ３ １４
２２

児童数 ６９ ５２ ６３ ３６ ５２ ５２ １０ ３３４

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

確かな学力を身に付け，生き生きと学ぶ児童の育成
－楽しく，分かる授業を目指して－

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・１～６年生・国語
「学力診断のためのテスト」で読解力不足がうかがえ，言語事項の定着が不十
分であるため。

・１～６年生・算数
児童の理解度に差が出やすいこととや算数のＴＴにおける授業が８年間継続し
ていることと少人数指導（習熟度別）を実施するため。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
確かな学力の定着を図るための指導方法・指導体制の工夫改善

平 ○ 研究の見通し
成 少人数指導やＴＴなどを取り入れた指導方法・指導体制を工夫し，きめ

細かな指導をする。15
年 ○ 研究の内容・方法
度 ・均等割，習熟度別，課題別，学習方法別コースの実施

・一斉指導，グループ学習，学年ＴＴ，学級ＴＴの工夫
・ＶＴ，ＳＶの協力
・幼小中連携による授業研究

○ テーマ
個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善

○ 研究の見通し
平 発展的な学習や補充的な学習の教材を取り入れた少人数指導・ＴＴなど
成 の指導方法・指導体制を工夫し，きめ細かな指導をする。

○ 研究の内容・方法16
年 ・均等割，習熟度別，課題別，学習法法別コースの実施
度 ・一斉指導，グループ学習，学年ＴＴ，学級ＴＴの工夫

・ＶＴ，ＳＶの協力
・幼小中連携による授業研究
・発展的な学習や補充的な学習の教材の作成
・年間計画，評価規準の見直し
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( ) 研究推進体制3

教 国語部 ・授業研究の指導案事前検討，支援方法の研究
科 ・授業記録の分析と結果の考察
研 ・指導計画，評価規準の見直し

研 究 算数部 ・基礎的・基本的内容のとらえ
究 全 部 ・自己評価，相互評価の定着化
推 体
進 研
委 修
員 会 各 学習指導研究部 ・少人数指導，ＴＴの指導方法の工夫改善
会 種 ・学習展開の工夫

研 調査資料部 ・アンケートの実施と考察
究 ・各種テストの分析と考察
部 環境整備部 ・教室等の環境の整備

・学校からの情報発信の工夫

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
( ) 児童の変容 国語（２年） 【調査人員 ５０名】1

・評価規準をもとに評価した観点別評価について，１学期
と２学期の単元で比較すると全観点ともＡの人数が増え
Ｃの人数が減った。

・Ｃの児童にはヒントカードなどを用意し個に応じた指導
をしたため，Ｂになった児童が増えた。

・発展的な学習も取り入れたのでＢ，Ａの児童もさらに向
上した。

・児童へのアンケート結果から全員が意欲的に取り組み，
人前で話すことや書くことなどが好きになってきた児童
が増えてきた。

( ) 習熟度別学習への保護者の意識調査（平成１５年１２月実施）2
① 学習の理解の程度によって，学級を ② 算数で理解度の確認テストをもとに
分けることをどうお考えですか。 コースを作って実施しましたが，その

ことについてどう思いますか。
【全学年保護者２９３名】 【６年保護者４６名】

国語への関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 言語についての知識・理解・技能

　
　
学
期

　単元名

グループの友達と協力し
て原稿を書き，紙芝居な
どで表現したり，他のグ
ループの発表のよさを見
つけたりしている。

発表原稿をもとに，１年生に
分かるように，句読点に気を
付けてはっきりと話してい
る。また，友達の発表もまと
まりや順序に気を付けて聞
いている。

相手に分か
るように，順
序を気を付け
て原稿を書
き，推敲して
いる。

ひらがな，カタカナや漢字を正し
く使って文を書いている。

A 16 19 17 22
B 27 24 26 19
C 7 7 7 9
A 23 26 23 27
B 22 21 22 18
C 5 3 5 5

単位　人

１
学
期
２
学
期

たんけんで見つけたひ
みつを１年生に伝えよ
う。
大村ちきゅうランド
～１年生におもちゃの
作り方を教えよう～

児童へのアンケート
項　目 はい いいえ

①順序を表す
言葉を使って
原稿を書ける
ようになりまし
たか。

47 3

②１年生に分
かるように大
きな声でゆっく
り発表できる
ようになりまし
たか。

42 8

③体験作文を
自分で進んで
書くようになり
ましたか。

44 6

9 71 20 0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変よい よい あまりよくない よくない

18 61 21

0% 20% 40% 60% 80% 100%

効果的である 分けるときには配慮が必要だ
学習の理解では分けない方がよい



- 3 -

・保護者全体では、習熟度別学習に対して，児童が優越感や劣等感をもつのではな
いかとの危惧を感じているが，習熟度別学習を実施した６年保護者は、その良さ
を感じ取っている。

・習熟度別学習の効果について，児童が学習の様子を家庭で話したり，保護者が実
際に授業を参観したり，学校便りによる報告，フロンティアティーチャーがホー
ムページで紹介したりしたことにより，児童が意欲的に取り組んでいることや学
力が向上していることについての理解が深まってきている。

２．今後の課題
○ 幼小の連携では低学年担任が相互授業研究をしたり，６年がボランティア体験で
幼稚園との交流を図ったり，小中間でも中学校の教諭が６年の国語で小学校で必要
な文法の学習をＴＴで行ったり，授業研究などをしたが，学力向上につながる連携
をさらに進めていく。

○ 発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材も増えつつあるが
さらに開発していく。

○ 研究の成果の普及についてさらに工夫をしていく。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組
○目 的 児童の実態把握
○内 容 ・授業の理解度

・好きな教科
・ＴＴや少人数指導について
・授業が分からないときの対処法
・１日の勉強時間
・家庭学習について
・１日の読書時間

○時 期 学期に１回

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及
○茨城県県西地区協議会でのフロンティアスクールによる公開授業及び協議
日 時 平成１５年１１月１２日（水）
場 所 明野町立大村小学校
対 象 県西地区内の小中学校及び保護者，県内フロンティアスクール

○研究のあゆみ，学習の手引きの作成
○平成１５年度の研究についてのＨＰを作成
・研究の概要
・授業研究の指導案
・中間発表会用の指導案
・全体会用のプレゼンテーション

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校レ

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
□１３～１８学級 □１９～２４学級レ

□２５学級以上

【指導体制】 □ 少人数指導 □Ｔ．Ｔによる指導レ レ

□ 一部教科担任制 □その他レ

【研究教科】 □ 国語 □ 社会 □ 算数 □ 理科レ レ

□ 生活 □ 音楽 □ 図画工作 □ 家庭
□ 体育 □ その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □ 有 □ 無レ
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